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☆基調講演:「サーキュラー・エコノミーの展開」 

喜多川 和典氏 

公益財団法人日本生産性本部 コンサルティング部 エコ・マネジメント・センター長 

 

＜講演要旨＞ 

 サーキュラー・エコノミー（CE）はまだまだこの世に浸透していない政策で、最近になり

推進し始めた。本講演では、特にヨーロッパの政策の動きを中心に話を進める。 

 CE展開の一番重要な背景としては、世界人口(特に都市部)の急増である。2030年には、必

要な資源量が地球２個以上ないと維持できない（WWF試算）。そのため、従来型の経済・

生産活動の継続では、解決できない状況になり、新しい経済の考え方－資源効率性（ヨーロ

ッパではCEとして理解されている）が2010年3月に出てきた。 

 CEの共通概念とは、経済活動における資源消費への依存度を減らし以下３つの取り組みを

推進する政策である。 

１ 資源・製品を大切に循環利用する。 

２ 製品に関して、単なる売切りから、製品の機能・利便価値をサービス化して提供し、製

品のライフサイクル管理を重視し、長寿命化・アップグレード利用を促進する。 

３ 上記2点を促進するようなビジネスモデルの開発、実施に取り組む。 

 

 SDGs12番（つくる責任とつかう責任）を関連させ、CEでは、復元・回復させる責任を持

っていると考えられる。基本的目的はデカップリング（資源消費に依存しなくても成長が可

能な経済システムを作ること）である。CEのビジネスモデルは、経済成長と資源消費の関係

を切り離すハサミの機能をもつ政策ツールによって、経済と環境の融合を高め、両方の持続

可能性を維持しながら経済成長を目指している。 

 特にカーボンニュートラルの達成の45％に対して、CEは重要な役割を担っている。これ

は、各国政府や国際決済銀行の気候変動、CEビジネスモデルと関わる政策、企業に対する積

極的要請からも察せられる。 

 実際EUの中でCE政策では、第一次（2015年）CEパッケージで、従来の３Rの発展形とし 

て、リサイクル推進の上、リユース型製品管理の実現を目指した。優先順位は、予防・削減

→リユースのための準備作業（再製造、リファービッシュ、リペア、直接リユース）→リサ

イクルである。 

 第二次（2020年）CEアクションプラン（AP）の目的は、①欧州の産業競争力向上 ②消費

者力の強化 ③環境保護の推進である。CE AP2.0は、グリーンディールの中心に位置づけら



れており、欧州の産業競争力を高め、消費者に力を与え、同時に環境を保護することにより

持続可能な経済成長を促進する持続可能なプロダクトポリシーを重要政策とする。これは、

設計から管理までよりシステマチックに製品の耐久性管理を実施（修理による持続的使用）

するための政策である。 

 EUは財務・金融環境をも動かすため、。CE AP2.0とほぼ同時に、2020年3月10日「欧州

新産業戦略」を発表。この政策パッケージにおいて、CEの実施を中心に環境と経済の融合を

計るのと同時に、欧州デジタル戦略（SHAPING EUROPE’S DIGITAL FUTURE）を合わせ

て実施することで、エコロジー（CE）とデジタルを「ツイントランジション」として欧州の

産業戦略の核と位置付けた。CEは、欧州の産業成長戦略の中心的な柱として位置づけされ

た。2020年7月12日に、持続可能な投資の促進のための枠組みに関するEU規則（EUタクソ

ノミー）を発効。これが、環境的に持続可能かどうかを判断する基準を確立させ、円滑な持

続可能な投資の促進、民間の投資ファンド・金融機関に加え、従業員500人以上企業にもサ

ステナブルファイナンス（タクソノミー規則との整合性）に関わる非財務情報の算定結果・

情報の開示（以下の6つの環境目標のうち、ひとつ以上に実質的に貢献）の義務付けを目指

す。 

 

① 気候変動の緩和 

② 気候変動への適応 

③ 水及び海洋資源の保全 

④ サーキュラー・エコノミーへの移行 

⑤ 公害防止 

⑥ 生物多様性とエコシステム 

 

CEに関する国際規格は、2018年にフランスから提案され、ISO/TC323CEの設置が決定さ

れた。 

５つのＷＧがあり、2023年年明けにドラフト、2024年以降に公表予定。想定される新規格の

対象範囲は以下の通り。 

①CEに関するマネジメント規格 

②実証ガイドライン 

③CEにおける用語、実行指標、マトリックスおよび評価指標等規格補助ツールの開発 

④CEプロジェクトの産業共生や機能経済性に関するガイドライン 

⑤製品循環データシート。 

 

 ISOと同時に注目されるのが、「ドイツのCEへのロードマップ」とCEガイドである。こ

のロードマップは「生きた」ドキュメントと言え、産業界、学界、市民社会の多くの利害関

係者によって策定・サポートされ、2030年のサーキュラー・エコノミーの統合ビジョンの開



発、および具体的な政策提言が含まれる。CEはレバーとして認識され、DXモデルを経済・

環境面で最適化するツールである。 

 CE指令に対する具体的な対応例として、ルノーを紹介する。EUバッテリー指令の改正案

（回収目標値の引き上げ、リサイクル目標値の引き上げ）に対して、ルノーは、新しい欧州

のサーキュラーエコノミースタンダードとなる新世代工場を建設することを発表。使用済み

の判定と長寿命化に関する議論等をしている。 

 欧州のCE政策は、企業経営によって生じる環境・社会への影響を削減・回復・復元させる

機能を組み込んだ企業経営への転換を求めている。リユース品、再生材をシステマチックに

繰り返し使用できる製品設計と生産体制を組み入れたトータルバリューチェーンの構築・運

営を行う責任が重視され、資源に関わる持続可能性を実現する企業経営を確立することが求

められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆企業事例：「循環経済型ビジネスで拓く未来」 

ハリタ金属株式会社 

 

＜講演要旨＞ 

 循環経済型ビジネスの可能性があるビジネス領域は広くて、本日の事例は資源循環領域

の新しい形の一つにすぎない。未来はこれまでの「経済成長」ではなく、新しい時代の「経

済発展」を求めている。一方で、これまでの経済に環境コスト、経済安全保障（資源）コス

トが反映されていなかった。当社は「For Well-being 幸せの伝播で、人と地球を未来へつな

ぐ」というパーパスを持ちながら、資源リサイクルに関する仕事をしてきた。また、2030 年

までに売上高を現在の 100 億円から、300 億円へ成長させることを新中期経営計画で取り

上げた。そのような成長を実現するために、シュンペーター（経済学者）の言葉である「新

結合」で言えば、循環経済市場とサプライチェーンの「再定義」と「新結合」が必要である。 

 循環経済（CE）の定義について、TC323WG ではまだ議論の最中だが、「資源循環型社会」

と「循環経済型社会」は異なる。CE の本質は、今までの経済社会は持続可能ではなく、す

べての手段を使い社会を持続可能にシフトすることにあると考える。お金を出せば資源が

手に入る時代は終焉し、資源が入手困難になり高騰する時代は、ビジネスは強制的に変わる。

欧州では、2020 年 3 月 11 日に発表された「Circular Economy Action Plan」では、循環資

源の使用率を今後 10 年で倍増、CE を経済の主流に昇格などの政策を挙げて、明らかに「資

源制約・激動への備え」を対応する様子である。ビジネスの仕組みで社会をシフトしていく

との考え方は CE の本質だと思われる。 

 CE では、複層のレイヤーが存在する。変化する未来ビジネスゾーンの空中領域を地上領

域の高度な技で待ち伏せする。当社では、CE はカーボンニュートラル（CN）の強力な手段

だと考える。また、SDGs を戦略戦術の意志決定プロセスに活用し、社会価値・経済価値・

環境価値を同時に満たすビジネスが最強となる。事例として、当社にて実施した「新幹線ア

ルミ水平リサイクル」事業を参照されたい。企業コンソーシアムによる水平リサイクルを通

じて、CE の推進と横展開ノウハウの蓄積、CN の強力な手段などを得ることができる。こ

のような方法を鉄、プラスチックなど多数の素材にも適用すれば、大きな成果が期待される。 

当社は 2022 年 9 月に SBTi 認定を取得した。CN について、SBTi と Scope1、2、3 排出

量可視化などに取組んでおり、サプライチェーンカーボンニュートラルの実現には中小企

業は鍵だと考える。また、2021 年 3 月に当社は、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングと

2 社にて循環経済協会を設立した。日本の組織の意志決定には「前例があるのか」がよく問

われる。まずは「前例があるのか」という質問を乗り越えるために前例を社会実装する必要

がある。中小企業は、この点で大企業よりも動きやすい体制を有する。 

「循環なき経済は罪悪であり、経済なき循環は寝言である」は私が二宮尊徳の言葉をアレ

ンジしたものであるが、我々はビジネスで経済を動かし社会を変えていく。 


